


　富士吉田市ふるさと納税プロモーション支援業務委託に
係るプロポーザル　様式集

	第１号様式
	プロポーザル参加申請書　　　　

	第２号様式
	質問･質問回答書

	第３号様式
	企画提案書













































（表面）
【第１号様式】
令和 　　年　　月　　日

富士吉田市長　様

[bookmark: _Hlk531626851]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者）
所在地
商号・名称
代表者名　　　　　　　　　　　印

プロポーザル参加申請書

下記のとおり、関係書類を添えて公募型プロポーザルに参加申し込みいたします。

記

１　件　　名	富士吉田市ふるさと納税プロモーション支援業務委託

２　提出書類　　プロポーザル参加申請書　　　　【第１号様式】

３　参加事務所担当者
	所 在 地
	

	連絡担当者
	所属部署
	
	氏　名
	

	連 絡 先
	電話番号
	
	FAX番号
	

	
	E-mail
	












（裏面）

プロポーザル参加にあたり、以下のことについて誓約いたします。
※　資格要件を満たしている場合は、□にチェック（レ点）をすること。（該当なしの場合は✖印を記入すること）
□　提出者は、富士吉田市入札参加資格者名簿に登載され、当該契約案件に対応する種目について登録が認められた者である。（ただし、現状入札参加資格がない者についても令和5年４月１日からの入札資格を取得するよう手続きを進め、登録予定となる者を含む。）
□　提出者は、地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の4の規定に該当しない者である。
□　提出者は、富士吉田市の指名停止処分の期間中でなく、かつ営業停止処分を受けていない者である。
□　提出者は、参加申込書提出期限の日以前6ヶ月以内に手形又は小切手の不渡りを出した者でない。（不渡りによる取引停止処分を受けた場合、処分を受けた日から２年を経過していることを含む。）
□　提出者は、会社更生法（平成14年法律第154号）に基づく更生手続開始の申立及び民事再生法（平成11年法律第225号）に基づく民事再生手続開始の申立はしていない者である。
□　提出者は、富士吉田市暴力団排除条例（平成24年条例第16号）第2条第3号に規定する暴力団員等（以下この号において「暴力団員等」という。）又は暴力団員等がその役員（業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。）である法人でない者である。
□　提出者は、富士吉田市に納税義務がある場合、市税の滞納がない者である。
□　提出者は、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和22年法律第54号）等に抵触していない者である。
□　提出者は、令和５・６年度富士吉田市への入札参加登録申請を山梨県市町村総合事務組合へ完了している者












【第２号様式】
　年　　月　　日

（富士吉田市ふるさと納税プロモーション支援業務委託に係るプロポーザル）
質　　問　･　質 問 回 答 書

富士吉田市長　堀内　茂　様

［提出者］　所在地　　　　　　　　　　　
会社名　　　　　　　　　　　
代表者名　　　　　　　　　○印　


	番号
	質問事項
	回　　答

	
	




	

	
	




	



	［連絡先］
会社名：
担当者所属：
担当者氏名：
電話番号：
Emailアドレス：


















































(様式第３号)




富士吉田市ふるさと納税プロモーション支援業務委託








	
企画提案書












企画提案業者名：


作成者氏名：


1．業務実施体制 
	









※業務分担の体系及び従事するスタッフ数を記入してください。また、連携する外部機関等があれば記入してください。

2．業務スケジュール 
	







※１．契約締結から完了までの大まかな流れを記入してください。
２．契約は4月１日を予定していますので、4月１日からのスケジュールを記入してください。

3．提案業務内容 
	














3．実績等 
	





4.企画提案の考え方

	
























※企画提案の基本的な考え方について記入してください。
